
１．目的：
重要インフラ事業者における事業継続計画や官民・分野横断的な
情報共有体制に関する検証及び課題の抽出を行うことにより、障害
対応体制の強化を図ることを目的とする

２．日時：
２０１９年１１月８日（金）１０：４０～１７：００

３．参 加 者：
過去最大の４，９６７名（７１７組織）が参加
・重要インフラ事業者等：１４分野
・セプター：１４分野１９セプター
・重要インフラ所管省庁
・情報セキュリティ関係機関
・分野横断的演習検討会有識者委員
・NISC 等

４．その他
・分野横断的演習は、2006年度より実施し、本年度は14回目の実施
・東京、大阪の会場参加のほか、事業者の自職場からも参加 演習の模様

橋本大臣による御挨拶

2019年度分野横断的演習について
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資料３
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2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度

分野横断的演習の参加者の推移

• 本年度の参加登録者は4,967名

4,967名

2,647名

2,084名

1,168名

348名
212名148名131名141名116名136名120名90名

3,077名

■過去最大規模の開催
参加人数 前年比1,890名増の4,967名



実施イメージ
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重要インフラ事業者等は、状況付与に対し、事業継続計画等に基づき以下の行動を実施。
状況整理、所管省庁への情報連絡
対応方針検討
関係機関、他事業者等との情報共有 等

情報連絡 情報連絡

情報提供情報提供

所管省庁
NISC
プレイヤー

状況付与：
ベースシナリオ

重要インフラ事業者等

状況整理・方針検討
情報連携・判断等

状況付与：
個別シナリオ

情報セキュリティ
関係機関

問い合わせ

情報収集
情報共有情報

共有

他事業者等
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